
産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業 

【テーマＡ】教育改善・充実体制整備 最終評価結果 

大学グループ名 福岡工業大学グループ 

取組名称 地域力を生む自律的職業人育成プロジェクト 

取組テーマ インターンシップの高度化、キャリア系科目の授業改善、学修評価方法の検討 

取組担当者 福岡工業大学 教務部長 前田 洋 

連携校名 
（★幹事校） 

佐賀大学、大分大学、鹿屋体育大学、琉球大学、下関市立大学、 

北九州市立大学、福岡県立大学、熊本県立大学、九州共立大学、九州国際大学、 

西日本工業大学、★福岡工業大学、福岡国際大学、西九州大学、 

長崎外国語大学、長崎国際大学、日本文理大学、九州保健福祉大学、 

鹿児島国際大学、鹿児島純心女子大学、九州女子短期大学、 

久留米信愛女学院短期大学、福岡医療短期大学 （計２３校） 

事業概要 

本取組は、九州・沖縄及び山口地域における国公私立２３大学・短大が連携して、当地の産業界の人材ニー

ズを踏まえながら、キャリア教育における３つのテーマ（インターンシップの高度化・キャリア系科目の授業改

善・学修評価方法の検討）に関して、各大学の知見を集約するとともに産業界からの評価・フィードバックを受け

ながら、検討・実施を行い、大学生の社会的・職業的自立に向けた産学協働の取組を深化させることにより、

「地域に活力（地域力）をもたらし、主体的に考える力を持った自律的職業人の輩出」を目指すものである。  

※詳細については、http://www.fit.ac.jp/q-needs/ を参照 
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【インターンシップの高度化】

受入れ先の開拓や評価方法を含めた継続可能なモ
デルプログラム（高度化モデルを開発する。テーマの
実施効果は参加学生の増加により評価する（イン
ターンシップ増加率２５年度＝２３年度＝１２０）

【キャリア系科目の授業改善】

キャリア教育系の学科目について、相互的な授業
参観およびレビューを実施するとともに産業界を交
えたワークショップ等を通じて、より効果的な授業内
容や方法を検討、実証する。さらにその結果や経過
を「学生の積極的参加を促す授業事例集」としてま
とめる。

【学修評価方法の検討】

産業界の人材ニーズに適合的な評価方法の定
式化を図り、人材ニーズ考慮型の学修評価シー
トモデルを開発する。特に、インターンシップの評
価方法の定式化を試みる。

 

最終評価結果＜総合評価＞ Ａ 

≪コメント≫ 

3 年という期間を効果的に生かし、年次を追っての発展が取組を通じて明らかである。具体的な成果

物として、インターンシップの成果を可視化する方法としてのルーブリック評価の導入、10大学による

授業参観等を評価したい。3 年の取組を経て、グループ全体の方向性として「初年次から卒業までの連

続的インターンシップ構築」を明確にできた。中でも「学修意欲喚起型インターンシップ」の取組は、

構築に向けての最大の成果と評価できるものであり、他大学への情報発信に努めてもらいたい。 

一方で、密に会合を重ねるなど、連携体制構築のための幹事校の努力は認められるものの、グループ

全体としての具体的な成果は十分とはいえない。今後も連携活動を継続し、モニタリングによって途中

課題を明確にしながら、体制を強化することが望まれる。また、事例集等の成果物を教育にどのように

生かしていくのか、今後の継続的な取組が重要な課題である。なお、ルーブリック評価については、全

ての連携校に導入が必要か改めて検証し、各校の特徴も考慮した上で、それぞれの学校にとって適切な

評価方法を導入されたい。 

 


